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令
和
元
年
度
は
、
経
済
の
緩
や
か
な
回
復

や
個
人
消
費
の
持
ち
直
し
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
夏
に
相
次
い
だ
自
然
災
害
や
10
月
の

消
費
税
増
税
、
さ
ら
に
は
年
度
末
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

経
済
活
動
の
抑
制
等
に
よ
る
影
響
で
、
経
済

事
業
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
情
勢
で
は
、
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
農
産
物
・
農
業
施
設
等

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
度
に
発
生
し
た
豚
熱
は
終
息
し
な
い
ま

ま
被
害
が
拡
大
し
、
対
象
地
域
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

災
害
復
興
・
防
疫
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
際
貿
易
交
渉
で
は
、
T
P
P
11
、
日

E
U
・
E
P
A
の
発
効
に
続
き
、
日
米
貿
易

協
定
が
令
和
２
年
１
月
に
発
効
と
な
る
な

ど
、
関
税
の
削
減
や
撤
廃
に
向
け
た
動
き
が

続
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
貿
易
協
定
に
よ
る

関
税
引
き
下
げ
等
が
及
ぼ
す
農
産
物
輸
入
や

農
産
物
価
格
等
の
影
響
に
つ
い
て
引
き
続
き

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

J
A
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
５
月
末
に

農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
が
終
了
し
、
規
制

改
革
推
進
会
議
の
答
申
で
は
J
A
グ
ル
ー
プ

の
自
己
改
革
に
は
一
定
の
進
展
が
み
ら
れ
た

と
評
価
を
し
つ
つ
、引
き
続
き
農
業
所
得
の

向
上
、一
層
の
資
材
価
格
引
下
げ
、
信
用
事
業

の
健
全
な
持
続
性
等
が
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
に
つ
い

て
も
注
視
し
、
持
続
可
能
な
J
A
経
営
基
盤

の
確
立
・
強
化
、
環
境
変
化
に
対
応
し
た
事

業
モ
デ
ル
の
転
換
等
に
よ
り
、
自
己
改
革
を

着
実
に
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
活
動
と
成
果
と
し
て
は
、
令
和

元
年
度
は
、
第
２
次
「
農
業
戦
略
実
践
３
カ

年
営
農
計
画
」
の
初
年
度
と
し
て
、
県
や
市

町
村
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
営
農
指
導
と

経
営
指
導
を
通
じ
た
農
業
所
得
の
増
大
、
農

業
生
産
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
し
た
。
特
に
、ぶ
ど
う
新
品
種
「
神
紅
」

の
導
入
に
向
け
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の

本
格
取
り
組
み
に
先
立
ち
、
研
修
用
ハ
ウ
ス

等
の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
栽

培
米
「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

き
ぬ
む
す
め
」「
つ
や
姫
」
の
振
興
、
白
ね

ぎ
の
産
地
再
生
へ
の
取
り
組
み
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

畜
産
は
、
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

た
畜
産
生
産
基
盤
の
拡
充
や
、
島
根
県
立
矢

上
高
等
学
校
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
石
見
和
牛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ
て
未

来
の
畜
産
人
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

肥
料
・
農
薬
に
つ
い
て
は
、
品
目
集
約
に
よ

る
価
格
低
減
に
よ
り
組
合
員
へ
還
元
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
担
い
手
直
送
超
大
型
規
格

農
薬
の
普
及
面
積
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

信
用
・
共
済
事
業
は
、
３
月
１
日
よ
り
、

地
区
本
部
金
融
共
済
部
を
廃
止
し
統
括
支
店

に
機
構
改
革
を
行
い
、
一
部
の
業
務
を
本
店

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
を
図

り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
産
に
お
け
る
管
内
の
主
食
用

水
稲
の
作
付
は
１
、4
6
8
㌶
（
前
年
１
、

4
9
5
㌶
）
と
若
干
減
少
し
ま
し
た
。

　

水
稲
の
生
育
は
、
暖
冬
の
影
響
で
降
雪
量

が
少
な
く
春
先
に
は
雨
も
少
な
い
状
況
で
渇

水
も
心
配
さ
れ
、
一
部
で
は
田
植
え
の
出
来

な
い
圃
場
も
あ
る
中
で
の
栽
培
と
な
り
ま
し

　　　
島根おおち地区
本部総代説明会

第６回

謹んで大雨による災害のお見舞いを申し上げます
　この度の大雨により、被害を受けられました皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
一日も早い復旧と皆様のご健康を心からお祈り申し上げます。
� 島根おおち地区本部 　常務理事本部長　日　髙　光　弘

　　　　　　　役職員一同

○�お手持ちの通帳・証書・お届出印等をなくされた方は、ご事情に応じた取扱いを行いますのでご
遠慮なく最寄りの支店までご相談ください。
○JA共済にご加入の皆様で被害に遭われた方は、ご遠慮なく最寄りの支店までご相談ください。
○農作物への冠水等、被害に遭われた方は、最寄りの営農ブロック・事業所までご相談ください。
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（単位：百万円）財務・事業実績
令和元年度

事業利益 42
経常利益 134
当期剰余金 84
貯金 57,319
貸出金 9,338
長期共済保有高 186,774
短期共済新契約掛金 677
購買品供給高 2,196
受託・買取販売品 2,575
業績還元実施額 5

※平成31年４月１日～令和２年３月31日の実績です。※「当期首」は平成31年４月１日現在であり、「当期末」は令和２年３月31日現在です。

（単位：組合員数）

資　格　区　分 当期首 当期増加 当期減少 当期末
正
組
合
員

個人 4,581 51 155 4,477

法　人 農事組合法人 39 1 2 38
その他の法人 1 0 0 1
計 4,621 52 157 4,516

准
組
合
員

個人 6,168 92 148 6,112
農業協同組合 1 0 0 1
農事組合法人 0 0 0 0
その他の団体 198 2 13 187

計 6,367 94 161 6,300
合　　計 10,988 146 318 10,816

（備　　考）当期末正組合員戸数 3,642 戸
　　　　　 当期末准組合員戸数 3,947 戸

島根おおち地区本部 組合員の状況

た
。
７
月
上
中
旬
の
低
温
・
日
照
不
足
に
よ

る
全
も
み
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
８
月

上
中
旬
の
日
照
不
足
に
よ
り
登
熟
が
抑
制
さ

れ
た
状
況
に
よ
り
収
穫
量
が
減
少
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
９
月
に
入
り
21
年
ぶ
り
と
な

る
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
大
発
生
に
よ
り
、
き

ぬ
む
す
め
の
圃
場
で
大
き
な
被
害
も
あ
り
、

島
根
県
の
10
a
当
た
り
収
量
は
5
0
6
㎏

（
前
年
5
2
4
㎏
）
石
見
地
域
4
8
3
㎏
（
前

年
4
9
9
㎏
）
と
な
り
、
石
見
地
域
の
作
況

指
数
は
97
と
な
り
ま
し
た
。

　

管
内
の
１
等
米
比
率
（
う
る
ち
米
）
は

82
・
７
％
（
前
年
度
87
・
９
％
）
と
前
年
を

下
回
り
、
格
下
げ
理
由
と
し
て
は
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
中
心
に
「
充
実
度
」・「
心
白
粒
」
が
大

半
を
占
め
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
米
「
石
見
高

原
ハ
ー
ブ
米
＠
」
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ブ
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
1
5
4
㌶（
前
年
1
5
5
㌶
）

令
和
元
年
７
月
８
日
～
11
日

職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
か

ら
県
下
統
一
と
な
る
の
か
、
ま
た
地
区

本
部
間
で
の
人
事
交
流
は
あ
る
の
か
。

賃
金
表
を
A
B
C
の
３
ク
ラ
ス
に
分
け

て
運
用
し
て
お
り
、
収
支
改
善
・
改
革

を
進
め
る
中
で
、
将
来
的
な
統
一
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
人
事
交
流
に
つ
い
て
は
、
地
区

本
部
間
で
の
交
流
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

米
価
格
に
つ
い
て
、
J
A
に
出
荷
す
る

場
合
は
、
生
産
者
が
集
荷
場
ま
で
運
び
、

検
査
料
、
横
持
ち
料
、
保
管
料
が
米
代
か
ら

控
除
さ
れ
る
。
一
方
、
米
穀
店
等
の
民
間
事
業

者
は
、
庭
先
集
荷
で
検
査
料
等
も
米
代
か
ら

控
除
さ
れ
な
い
、
ど
う
に
か
考
え
て
ほ
し
い
。

米
価
格
に
つ
い
て
、
出
荷
時
に
お
支
払

い
す
る
単
価
は
、
販
売
予
定
価
格
か
ら

販
売
流
通
経
費
、
保
管
料
等
の
必
要
経
費
を

控
除
し
た
額
で
提
示
し
て
い
ま
す
。
販
売
を
見

越
し
た
段
階
で
年
末
に
追
加
金
を
支
払
い
、
販

売
が
完
了
し
た
翌
年
末
に
は
、
最
終
精
算
可
能

額
を
お
支
払
い
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
の
皆
様
か
ら
出
荷
い
た
だ
い
た
時

点
で
は
、
検
査
料
・
は
い
積
料
を
経
費
控
除
と

し
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
自
己
改
革
の
一
環

と
し
て
農
業
所
得
の
向
上
や
米
価
格
を
１
円

で
も
高
く
で
き
る
よ
う
目
指
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
要
望
と
し
て
承
り
ま
す
。

生
産
資
材
の
価
格
に
つ
い
て
、
統
合
か

ら
６
年
経
つ
も
の
の
県
下
統
一
さ
れ
て

い
な
い
。
独
立
採
算
制
の
影
響
な
の
か
。

全
農
肥
料
は
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

未
統
一
の
肥
料
・
農
薬
等
は
ま
だ
あ
り

ま
す
。
物
流
体
制
が
県
下
統
一
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
地
区
本
部
独
自
の
物
流
経
費
が
価
格
に

反
映
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。
説

明
し
た
改
革
55
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み
、
す
べ
て

の
商
材
の
価
格
統
一
を
目
指
し
事
業
改
革
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
連

絡
員
に
な
る
人
が
い
な
い
の
で
、
連
絡

員
の
人
数
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
。

連
絡
員
制
度
は
、
島
根
お
お
ち
独
自
の

制
度
で
、
各
集
落
の
意
見
を
経
営
に
生

か
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
実
行
組
合
長

制
度
に
代
わ
る
制
度
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
年
２
回
の
連
絡
員
会
議
が
集
落
と
J
A

を
結
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
継
続
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
等
の
実
情

も
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
地
域
人
口
が
減

少
す
る
中
、
農
地
等
を
維
持
す
る
た
め

外
国
人
を
活
用
す
る
な
ど
人
口
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

今
ま
で
は
担
い
手
対
策
、
集
落
営
農
へ

の
転
換
、
農
業
法
人
の
設
立
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
構
成
員
も
高
齢
化
し
て

い
ま
す
。
外
国
人
等
の
積
極
的
な
活
用
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
す
ぐ
に
対
応
で
き

ま
せ
ん
が
、
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

J
A
が
取
り
組
む
べ
き
項
目
を
整
理
し
、
検
討

を
行
い
ま
す
。

委
託
店
舗
の
維
持
・
継
続
に
努
め
て
ほ

し
い
。

店
舗
運
営
に
お
い
て
直
接
的
な
補
填
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
赤
字
店
舗
運
営
は
重

要
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
委
託
店
舗

の
今
後
の
あ
り
方
を
含
め
、
委
託
者
と
検
討
を

行
い
ま
す
。

総
代
説
明
会19

6月

と
若
干
減
少
し
ま
し
た
が
、
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ

む
す
め
が
57
㌶
（
前
年
33
㌶
）
と
増
加
し
、

つ
や
姫
に
つ
い
て
も
65
㌶
（
前
年
55
㌶
）
と

な
り
出
荷
量
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
最
終
決
算
状
況

は
事
業
総
利
益
が
17
億
８
、6
4
0
万
円
で
、

事
業
管
理
費
が
17
億
４
、4
4
0
万
円
、
事

業
利
益
４
、2
0
0
万
円
、
当
期
剰
余
金
８
、

4
0
0
万
と
な
り
ま
し
た
。
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【
営　
農
】

ぶ
ど
う
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

島
根
県
と
邑
南
町
の
モ
デ
ル
事
業

で
、
島
根
県
で
育
種
さ
れ
た
ぶ
ど

う
「
神
紅
」
用
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
を
、

県
の
産
地
指
定
を
受
け
令
和
２
年
３
月

に
研
修
用
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
ま
し
た
。

最
終
２
・
6
ha
の
圃
場
面
積
を
目
標
に
認

定
農
業
者
法
人
、
新
規
就
農
者
を
募
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１
・
９
ミ
リ
の
ふ
る
い
目
だ
と
く

ず
米
が
多
く
目
方
が
少
な
く
な
る

の
に
、1
・
8
5
ミ
リ
と
の
差
額（
1
0
0

円
ア
ッ
プ
）
だ
け
で
は
埋
め
ら
れ
な
い
。

何
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

１
・
９
ミ
リ
の
ふ
る
い
目
に
つ
い

て
は
３
年
前
よ
り
、
県
下
統
一
の

方
針
で
あ
り
島
根
米
の
高
品
質
化
に
向

け
て
理
事
会
で
決
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、

良
質
米
の
出
荷
の
た
め
今
後
も
引
き
続

き
推
奨
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

稲
作
農
家
へ
の
委
託
作
業
に
つ
い

て
、
現
在
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
の
散

布
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
５
年
先
や
10
年

先
を
予
測
す
る
と
集
落
等
で
の
共
同
防
除

作
業
が
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
J
A

で
農
薬
散
布
を
お
願
い
で
き
な
い
か
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
散
布
を
現
在
検

討
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
各

ブ
ロ
ッ
ク
に
１
機
設
置
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
が
良

い
除
草
対
策
が
な
い
か
。

除
草
剤
の
ザ
ク
サ
を
散
布
す
る
よ

う
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
防
草

シ
ー
ト
も
有
効
で
省
力
化
が
図
れ
ま
す

の
で
各
事
業
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
が

改
定
さ
れ
る
が
、
朝
と
夕
方
で
は

水
分
含
有
が
異
な
る
。
受
入
時
間
の
延

長
は
で
き
な
い
か
。
小
規
模
農
家
に
は

大
口
先
の
よ
う
な
優
遇
措
置
が
無
く
負

担
と
な
る
の
で
緩
和
を
考
え
て
欲
し
い
。

今
回
の
値
上
げ
は
収
支
を
考
慮
し

た
結
果
、
や
む
を
得
な
い
も
の
で

あ
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。
時
間
に
つ
い

て
も
受
入
後
の
作
業
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
の
件
に
つ
い
て
、
J
A

と
し
て
の
明
確
な
指
導
が
な
い
。

行
政
と
相
談
を
し
J
A
が
で
き
る

こ
と
、
資
材
の
提
供
・
被
害
に
あ

い
に
く
い
品
種
な
ど
を
提
案
し
て
い
き

ま
す
。固

定
資
産
の
取
得
計
画
に
種
子
選

穀
セ
ン
タ
ー
新
築
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

現
在
、
宍
道
に
種
籾
の
加
工
処
理

を
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
製

造
ラ
イ
ン
が
老
朽
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

安
定
的
に
良
質
な
種
籾
を
お
届
け
す
る

た
め
に
新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
も
の

で
す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

子
牛
の
市
場
価
格
が
相
当
下
が
っ

て
い
る
と
思
う
が
ど
の
程
度
下
が
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
支
援
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

昨
年
と
比
べ
て
１
頭
当
た
り
15
～

20
万
円
位
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、

若
干
持
ち
直
し
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

支
援
に
つ
い
て
は
経
済
産
業
省
が
実
施

す
る
持
続
化
給
付
金
等
の
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

今
年
度
は
広
島
菜
の
作
付
け
を
大

幅
に
下
げ
る
と
聞
い
た
が
、
詳
し

い
説
明
が
欲
し
い
。

広
島
菜
の
出
荷
の
多
く
は
、
関

東
・
関
西
ま
た
は
宮
島
の
土
産
物

と
し
て
で
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
て
以
降
な
か
な
か
発
注
が
来

な
い
状
況
で
す
。
今
年
度
生
産
用
と
し

て
使
用
す
る
漬
物
タ
ン
ク
に
空
が
な
く
、

減
産
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
対

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、
各
地
区
に
お
い
て
上
期
の
連
絡
員
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
連
絡
員
会
議
の
主
な
意
見
、
質
問
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
上
期

地
区
別
連
絡
員
会
議

令
和
２
年
７
月
６
日
～
13
日
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策
と
し
て
、
広
島
菜
に
代
わ
る
作
物
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

【
金　
融
】

来
年
度
か
ら
同
一
店
舗
内
へ
の
窓

口
振
込
手
数
料
が
有
料
化
さ
れ
る
。

A
T
M
の
場
合
は
無
料
で
あ
る
の
で
任

意
団
体
も
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
対
応
し

た
い
と
思
う
が
、
A
T
M
で
の
振
込
先

登
録
は
最
大
何
件
ま
で
可
能
か
。

A
T
M
で
の
振
込
先
登
録
は
20
件

ま
で
可
能
で
す
。（
使
用
で
き
る
の

は
島
根
県
農
協
の
A
T
M
の
み
で
す
。）

I
C
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
自
体
に
は
10

件
ま
で
登
録
可
能
で
、
登
録
の
削
除
も

A
T
M
で
可
能
で
す
。
時
間
や
お
出
か

け
を
気
に
せ
ず
振
込
が
出
来
る
I
B
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
）
の
活
用

も
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

店
舗
統
廃
合
・
A
T
M
の
減
台
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。

J
A
し
ま
ね
で
店
舗
再
編
に
つ
い

て
新
聞
等
で
報
道
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
構
想
に

お
い
て
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
再
編

計
画
に
基
づ
く
再
編
は
行
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
構
想
は
将
来
的
な
存
置

を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
状
に
お
い
て
も
店
舗
規
模
や

利
用
状
況
等
を
鑑
み
て
事
務
内
容
等
の

機
能
の
見
直
し
や
業
務
内
容
等
の
整
理

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

【
生　
活
】

お
さ
い
ふ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、

J
A
を
利
用
す
る
事
で
、
ど
の
よ

う
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
の
か
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
に
も
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
J
A
は
ア

ピ
ー
ル
が
足
り
な
い
と
感
じ
ま
す
。
知
っ

て
い
る
と
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
さ
い
ふ
カ
ー
ド
は
、
事
業
所
で

の
資
材
の
購
入
や
、
エ
ー
コ
ー
プ

等
で
買
い
物
を
さ
れ
た
場
合
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
制
度
で
す
。
周
知
が
不

足
し
て
い
る
と
の
ご
意
見
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
利
便
性
の

向
上
を
は
か
り
、
利
用
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
広
報
誌「
し
ま
ね
び
よ
り
」

で
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
企
画
総
務
】

職
員
人
数
が
減
少
し
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
地
元
の
職
員
が
い
な

く
な
る
事
を
心
配
し
て
い
る
。
説
明
の

中
に
職
員
数
の
削
減
の
話
も
あ
っ
た
が
、

人
材
を
確
保
す
る
事
の
本
店
で
の
方
針
・

考
え
方
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。
人
材

確
保
を
方
針
に
記
載
し
て
も
ら
い
た
い
。

人
材
の
確
保
の
件
に
つ
い
て
は
、

現
在
ど
こ
の
地
区
本
部
に
お
い
て

も
職
員
の
減
少
、
確
保
が
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
J
A
し
ま
ね
の
新

卒
採
用
は
４
月
が
基
本
で
は
あ
り
ま
す

が
、
１
月
、
２
月
の
公
募
で
内
定
し
て

い
て
も
、
内
定
を
辞
退
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
厳
し
い
現
状
で
す
。
地
元
の
高

校
で
も
就
職
希
望
の
生
徒
に
対
し
て
学

校
に
訪
問
し
、
先
生
方
へ
生
徒
の
J
A

へ
の
就
職
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
難
し

い
状
況
で
す
。
地
区
本
部
で
の
中
途
採

用
は
可
能
で
す
が
、
新
卒
採
用
は
、
本

店
ル
ー
ル
の
中
で
運
用
し
て
お
り
、
特

に
西
部
地
区
の
３
つ
の
地
区
本
部
は
人

材
確
保
に
つ
い
て
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賦
課
金
の
徴
収
金
額
に
つ
い
て
、

不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ど
う

い
う
根
拠
で
決
ま
っ
て
る
の
か
。

J
A
し
ま
ね
へ
統
合
す
る
際
、
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
正
組
合

員
１
戸
あ
た
り
1
、5
0
0
円
で
統
一
し

て
い
ま
す
。

出
資
金
事
務
の
本
店
集
約
と
あ
る

が
受
付
も
本
店
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
も
可

能
な
の
か
。

昨
年
度
よ
り
事
務
の
本
店
集
約
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
組
合
員
の
問

合
せ
や
申
込
受
付
等
の
窓
口
機
能
は
従

来
ど
お
り
で
す
。
ま
た
、
現
在
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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　島根おおち地区本部青年連盟は管内の保
育園、保育所に地元産食材のおいしさを伝
える食育イベント「愛菜カレーの日」の食
材提供を行いました。
　「愛菜カレー」は今年で13年目を迎え、
毎年JA役職員、青年連盟、女性部員らが
管内の保育園、保育所を訪問し、園児と一
緒に調理して食べる恒例のイベントです
が、今年は新型コロナウイルス感染防止対
策のため食材のみを提供し、各保育園、保
育所で調理をして食べていただくという形
での開催となりました。

　当日は青年連盟盟友が島根おおち地区
本部のブランドである「石見高原ハーブ
米」、「石見和牛肉」のほか、管内で生産
された白ネギ、ピーマンなど10種類以上の
野菜を届けました。園児の皆さんが一生懸
命調理に参加し、おいしそうにカレーを頬
張る姿が見られ、思い出に残るイベントに
なったのではないかと感想をいただきまし
た。来年はまた園児の皆さんと交流しなが
らの愛菜カレーの日になればと思っていま
す。

新鮮野菜が

たっぷり！

7/21
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大 和 支 店邑 智 支 店

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、
川
本

町
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い
て
令
和

２
年
度
上
期
役
職
員
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
地
区
本
部
は
年
２
回
の
役
職

員
大
会
で
全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修

を
行
い
、
今
回
は
人
権
啓
発
研
修
と
し

て
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
生
ま
な
い
職
場

づ
く
り
」
と
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

遵
守
」
に
つ
い
て
本
店
職
員
に
よ
る
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
研
修
を
通
じ
て
役
職

員
の
啓
発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

営
農
部
は
邑
南
町
高
原
地
区
の
圃
場

で
ナ
ス
の
現
地
指
導
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
開
催
前
に
小
雨
が
パ
ラ
つ
き
天
気
が
心
配
で
し
た

が
、
指
導
会
が
始
ま
る
と
雨
も
落
ち
着
き
無
事
に
開
催

で
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
露
地
ナ
ス
安
定
収
量
確
保
の

た
め
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
本
店
営
農
指
導
企
画
課
石

津
指
導
員
の
講
習
が
あ
り
、
樹
勢
を
維
持
す
る
た
め
の

潅
水
、
追
肥
の
仕
方
な
ど
梅
雨
明
け
以
降
の
管
理
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
実
際
に

圃
場
に
入
り
ナ
ス
の
生
育
状
況
を
確
認
し
た
際
に
は
参

加
者
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
栽
培
圃
場
の
状
況
な
ど
を
話
さ
れ
な
が
ら
情
報
交

換
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

役
職
員
大
会
開
催

ナ
ス
現
地
指
導
会

　大和支店管内比之宮地域の「尾原さん、有井
さん、松嶋さんのグループ」では、ユニークな
鳥獣害対策に取り組まれています。
　以前から文字や図形を浮き彫りにして描写し
た水田畦畔の草刈りで環境美化に取り組んでお
られ、平成30年には地域貢献・地域活性化団体
活動表彰を受けられました。現在も様々な地域
活動の取組みを行われています。
　看板にある、皆さんの願いは通じるのでしょ
うか⁉はたして効果のほどは…
　お近くを通られた方は是非ご覧ください。（車
の場合は停車して見てくださいね！）

斬新なっ⁉『鳥獣害対策』

　邑智支店では５月８日にグリーンカーテンと
して植えたすずめうりが、立派になって、「緑
のカーテン」というよりも「緑の壁」のように
なっています。店内は若干暗くなってしまいま
したが、葉と葉のすき間からの木漏れ日が涼し
さを感じさせます。また、大きくなりすぎた？
葉を持ち上げると写真のような実がたくさんつ
いており、食用にはなりませんが、観賞用とし
てこれから色の変化（緑→黄色→赤）が楽しめ
ると思いますので、ご来店の際にはぜひご覧く
ださい。

支店
だよ
り支店

だよ
り

4
7月

9
7月
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第
３
回
ゆ
と
り
倶
楽
部
が
地
区
本
部
大

会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
「
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
実
践
講
座
」
と
題
し
、
資
産

の
有
効
活
用
や
相
続
対
策
に
つ
い
て
本
店

職
員
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
第
１
部

は
相
続
に
つ
い
て
の
講
座
で
、
相
続
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
相
続
財
産
に
は
ど
う
い
っ

た
も
の
が
あ
る
か
等
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。「
そ
の
う
ち
考
え
れ
ば
い
い
や
」
と

先
延
ば
し
に
考
え
が
ち
な
事
で
す
が
早
め

に
対
策
を
取
っ
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
を

感
じ
る
講
座
で
し
た
。

　

第
２
部
は
資
産
形
成
に
つ
い
て
の
講
座

で
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
１
つ
目
は
昨
今
話
題
に
な
っ

て
い
る
年
金
２
、0
0
0
万
円
問
題
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
資
産
形
成
・
運
用
の
必

要
性
、
２
つ
目
は
債
券
や
N
I
S
A
等
投

資
信
託
の
商
品
に
つ
い
て
、
３
つ
目
は
安

定
的
な
資
産
運
用
・
形
成
を
す
る
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

受
講
生
は
す
べ
て
の
テ
ー
マ
に
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
お
ら
れ
、「
一
見
難
し
そ
う
な

話
題
だ
が
身
近
な
こ
と
だ
と
感
じ
た
」「
と

て
も
為
に
な
る
話
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

J
A
で
は
相
続
や
資
産
形
成
に
つ
い
て

の
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
３
回
ゆ
と
り
倶
楽
部
開
催

◇
今
年
か
ら
「
家
庭
菜
園
」
一
年
生
で
す
。
近
所
の
方
々
に
教
え
て
頂
き
失
敗
し
な
が
ら
も

植
物
を
育
て
る
喜
び
、
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

邑
智
支
店
管
内　

Ｙ
さ
ん　

60
代

●
家
庭
菜
園
で
収
穫
し
た
野
菜
は
一
段
と
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
家
の
光
図
書
の
「
野
菜
づ

く
り
大
百
科
」
は
イ
ラ
ス
ト
が
沢
山
あ
り
、
こ
れ
一
冊
あ
れ
ば
初
心
者
で
も
野
菜
作
り
が
出

来
ま
す
よ
。
私
も
初
心
者
で
す
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

◇
こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
私
達
に
出
来
る
物
品
の
寄
贈
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
日
を
、
と
願
い
ま
す
。

�

邑
智
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

60
代

●
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
や
豪
雨
と
い
っ
た
災
害
が
立
て
続
け
に
起
こ
り
、
大
変
な
世
の
中
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
み
ん
な
の
力
が
集
ま
れ
ば
、
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
「
お
互
い
さ
ま
」
の
心
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◇
し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
「
夏
野
菜
の
ス
タ
ミ
ナ
炒
め
」
の
レ
シ
ピ
は
身
近
な
野
菜
で
の
レ
シ
ピ

で
と
て
も
あ
り
が
た
い
考
案
で
早
速
明
日
で
も
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
「
作
り
方
」

も
と
て
も
丁
寧
に
書
い
て
あ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

80
代

●
暑
い
時
期
、
長
時
間
台
所
に
立
ち
た
く
な
い
で
す
よ
ね
。
こ
の
レ
シ
ピ
は
家
に
あ
る
野
菜

で
さ
っ
と
作
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
「
夏
野
菜
の
ス
タ
ミ
ナ
炒

め
」
は
子
ど
も
に
も
食
べ
て
ほ
し
い
一
品
で
す
。

◇
そ
ろ
そ
ろ
猛
暑
が
や
っ
て
き
ま
す
が
先
が
思
い
や
ら
れ
ま
す
。
大
雨
被
害
が
管
内
で
出
て

い
ま
す
が
、
一
昨
年
の
時
と
二
度
も
災
害
に
遭
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
本
当
に
お
気

の
毒
に
思
い
ま
す
。
後
片
付
け
も
暑
さ
で
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

大
和
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

70
代

●
気
温
も
湿
度
も
高
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

15
7月
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農 だ よ り営

●コンバイン・乾燥調整機の点検と掃除について
　間もなく収穫期を迎えるにあたり、コンバインや乾燥調整機類の点検と掃除を実施
しましょう。掃除が十分出来ていないと、異品種や、コクゾウムシ・メイガなどの貯
蔵害虫が玄米に混入する恐れがありますので必ず掃除を行ってください。

●収穫・調整
　出穂してから約40日前後で稲刈りとなります。近年では、高温の影響により収穫時期が早まっておりますの
で刈り遅れとならないよう注意しましょう。

水稲

１．雨や雨降り直後、朝露のある状態での収穫は避ける。
２．生籾をコンバイン袋に入れたまま長時間放置しない（ヤケ米の発生）。
３．乾燥初期は通風で予備乾燥を行ってから本乾燥を行う。
４．調整はロール間隔に注意し、籾の混入、肌ずれ粒を起こさない。
５．網目は、うるち米（コシヒカリ・きぬむすめ・つや姫）は1.9mm
　　うるち米（ハナエチゼン）、もち米1.85㎜、酒米2.0㎜とする。
６．米袋の皆掛け重量は30.5kgです。
 
※乾燥の際には、過乾燥とならないよう十分に注意をしてください！

●米のトレーサビリティー（生産履歴OCR）の提出について
　生産履歴が確認された米について「JAしまね米」として区分販売がおこなわれます。生産履歴の記帳を必ず
実施し、履歴の提出をお願いします。
　①　生産履歴OCRを配布しております。（８月外勤日）
　②　生産履歴OCRを米の出荷５日前までにJAに提出してください。
　　　（ライスセンターを御利用される方は、もみの受入れ５日前には、提出してください。）

適期刈り取りで上位等級を目指そう
※�圃場内でバラツキがありますので、平均的な穂を何本か抜き取りましょう。不稔籾を除き青味籾が
10％～15％になった時が収穫適期です。

穂

籾

青味籾 30％ 青味籾 10％～ 15％ 青味籾 3％

不
稔
籾
は
除
く

未熟 収穫適期 刈り遅れ

●�葉が緑色の状態でも、穂は
十分に熟れている場合があ
るので、収収穫の際は、穂
の色を見て刈り遅れとなら
ないよう注意しましょう。

●�収穫の目安は、青味籾が１
割～１割５分程度です。
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農 だ よ り営

防除の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

9月上旬

オオタバコガ・ハモグリバエ類 プレオフロアブル 1000倍 収穫前日まで　２回以内

灰色かび病・葉かび病・斑点病
うどんこ病・すすかび病 アフェットフロアブル 2000倍 収穫前日まで　３回以内

灰色かび病・葉かび病・斑点病・
すすかび病 ファンタジスタ顆粒水和剤 ２000～3000倍 収穫前日まで　３回以内

防除の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

８月下旬～
９月上旬

ハスモンヨトウ・オオタバコガ フェニックス顆粒水和剤 ２000 ～ 4000倍 収穫前日まで　３回以内

うどんこ病・すすかび病 アミスター 20フロアブル 2000 倍 収穫前日まで　４回以内

強風等の後 褐色腐敗病
ホライズンドライフロアブル 2500 倍 収穫前日まで　３回以内

ランマンフロアブル 2000 倍 収穫前日まで　４回以内

●ナス

●ミニトマト

※単価が高い９月出荷にむけ、トマトトーンの使用（200倍液）を丁寧に行いましょう。
※気温が低下し、日射が弱まる気候になったら「遮光資材」を取り除きましょう。
※10日に１回はカルプラス等（500倍液）のカルシウム剤の散布をしましょう。

※褐色腐敗病は昨年も発生しております！
　収穫時には気がつかないので予防を必ずしてください !!

重点品目野菜について
病害虫の予防の徹底を図りましょう！

農薬散布される前には必ず防除日誌を確認し、使用回数等使用基準を厳守！

防除の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

８月下旬

アザミウマ類・ネギコガ
ネギハモグリバエ ディアナSC 2500〜5000倍 収穫前日まで

２回以内
さび病・べと病
黒斑病・葉枯病 テーク水和剤㊟ 600倍 収穫14日前まで

３回以内
ボトリチス葉枯症

黒斑病 ロブラール水和剤 1000〜1500倍 収穫14日前まで
３回以内

防除の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

９月中下旬
アザミウマ類・ネギコガ

さび病・べと病 ハチハチ乳剤○劇 1000倍 収穫７日前まで
２回以内

ボトリチス葉枯症
黒斑病 ロブラール水和剤 1000〜1500倍 収穫14日前まで

３回以内

●白ねぎ

㊟テーク水和剤はジマンダイセン水和剤やモンガリット粒剤等と使用回数が共通の為注意
○ボトリチス葉枯症・さび病は、出荷する葉にも影響がありますので防除の徹底をお願いします。

ネギの夏休み後の土寄せは最高気温が 30℃下回る時期になって行ってください！（軟腐対策）

アザミウマ被害 ボトリチス葉枯症 さび病
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防除の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 / 散布量 使用時期・回数

9月上旬

オオタバコガ類
アザミウマ類 プレオフロアブル 1000倍 収穫前日まで　２回以内

うどんこ病・斑点細菌病
斑点病 カスミンボルドー 1000倍 収穫前日まで　5回以内

防除の時期 対象病害虫 農薬名 散布量 使用時期・回数

植付前 根こぶ病 オラクル粉剤
（JA1/3助成あり）

20kg/10a
全面土壌混和 定植前　２回以内

防除の時期 対象病害虫 農薬名 散布量 使用時期・回数

植付時 ダイコンハムシ ダイアジノン粒剤５ 6kg/10a
全面土壌混和 定植時　１回

●広島菜【８月下旬～９月上旬定植】
「定植の適期は播種後20日！！」定植が遅くならないよう圃場準備は早めに !!

定植時にネキリムシの対策を忘れずに !!

●ピーマン

防除の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率/散布量 使用時期・回数

８月下旬～
９月上旬

アオムシ・コナガ・ヨトウムシ フェニックス顆粒水和剤 2000〜4000倍 収穫前日まで　３回以内
軟腐病・黒腐病 カスミンボルドー 1000倍 収穫7日前まで　４回以内

●キャベツ【７～８月定植】

防除の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率/散布量 使用時期・回数

植付前 アブラムシ
アオムシ・コナガ ジュリボフロアブル

200倍
育苗箱かん注
１枚／0.5㍑

育苗期後半～定植当日
１回

●キャベツ【これからの定植】

※雨が多い時期はヘタの部分の傷みに注意して出荷お願いします。
※10日に１回はカルプラス等（500倍液）のカルシウム剤の散布をしましょう。

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 68 1,553,200 361,900 656,150 
ヌキ 112 935,000 235,400 656,857 
合計 180 656,590 

島根おおち
メス 16 605,000 387,200 523,256 
ヌキ 25 781,000 258,500 609,268 
合計 41 575,702 

瑞 穂
メス 4 605,000 387,200 517,275 
ヌキ
合計 4 517,275 

羽 須 美
メス
ヌキ 1 660,000 660,000 660,000 
合計 1 660,000 

石 見
メス 4 572,000 465,300 533,775 
ヌキ 6 705,100 386,100 575,117 
合計 10 558,580 

川 本
メス 2 548,900 422,400 485,650 
ヌキ 2 561,000 258,500 409,750 
合計 4 447,700 

邑 智
メス 5 598,400 397,100 530,420 
ヌキ 15 781,000 550,000 648,047 
合計 20 618,640 

大 和
メス
ヌキ 1 580,800 580,800 580,800 
合計 1 580,800 

桜 江
メス 1 544,500 544,500 544,500 
ヌキ
合計 1 544,500 

県外移出率

45.90%合計41.88%去勢雌 52.63%

令和２年７月子牛市場成績表

　本県７月の子牛市場は、隠岐・西部・中央で開設し644頭の取引
があり、平均価格は、隠岐498,810円（前回比65千円安）で“急落”
　西部市場599,899円（前回比41千円高）、中央市場656,590円
（前回比53千円高）でいずれも“反発”の取引となりました。
　隠岐市場では年３回の開設のため上場牛の月齢にかなりのバラツ
キがあり、発育についてもバラツキが見られました。中央、西部市場
の上場牛では、極端な過肥、発育の悪い牛が多く見られた月でした。
　枝肉相場においては、新型コロナウイルス感染症による外出自粛
要請は解除され、牛マルキンの全国的は発動、算定方式の見直しな
どの各種支援があるものの、大都市ではクラスター感染による第２
波が懸念され、また、７月から始まるギフト市場の縮小傾向がさらに
進むほか、ソーシャルディスタンスによってギフト売り場の展開に制
限が出る可能性など、劇的に流通が改善することは無いため、引き
続き厳しい枝肉相場が続きそうです。
　生産者にも厳しい状況はもちろんですが、食肉販売、小売業者に
とっても販売不振により厳しい状況です。事態の早期収束を願いた
いところです。
　畜産生産者・関係者も自らのこととして和牛肉消費に協力し、一
丸となってこの難局を乗り切りましょう。
　このような時こそ、繁殖農家での飼養頭数の維持・拡大と後継者
づくりに地域を挙げて取り組み、購買者が島根県内各子牛市場へ安
心して購買に来て頂けるよう上場頭数の確保が必要となります。

隠岐、急落、西部、中央“反発”
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秋 の 農 繁 期 対 応

ライスセンター利用料改定について

籾含有水分 16.0%
以下

16.1％
～

17.0％

17.1％

～

18.0％

18.1％

～

19.0％

19.1％

～

20.0％

20.1％

～

21.0％

玄米
1kg当り 18.2 21.2 24.2 27.2 30.2 33.2

籾含有水分
21.1％

～

22.0％

22.1％

～

23.0％

23.1％

～

24.0％

24.1％
～

25.0％

25.1％
　 ～

26.0％

26.1％

～

27.0％
27.1％
以上

玄米
1kg当り 36.2 39.2 42.2 45.2 48.2 51.2 54.2

税別：円

税別：円

保有米運送　税別130円／袋
生もみ運送　税別10円／㎏

税別：円

運賃：別途

色彩選別機利用料

品位　2 等米 品位　3 等米以下

玄米1袋（30kg）当り 240 360

農機拠点センター
　期　　間　令和２年８月29日（土）～令和２年９月27日（日）
　　　　　　　※土曜・日曜・祝祭日も営業しております。
　営業時間　８：30～17：00

　期間　令和２年９月５日（土）～令和２年９月27日（日）までは土曜・日曜・祝祭日も、午前
８：30～12：00までの間は米の出荷受入を行います。休日に出荷を希望される方は、各営農生活
事業所へ各週の金曜日までに事前に連絡をお願い致します。

　管内に稼働していますライスセンターにおいては、機械や施設の老朽化により修繕費が多額
に掛かり事業運営の厳しい状況が続いています。今後事業を継続する上では、料金体系の見直
しが必要となりました。つきましては、今年度より地区農業委員会が示しておられる標準作業
料をベースに料金体系を改定致します。皆様にはご理解をいただきますようお願い申し上げま
す。

米の休日出荷持込対応
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相 談 会 予 定 表

JA-LPガスご利用の
お客様へ

ガス代金の
「ハガキ請求書」の
変更について（ご案内）

―お問い合わせは―
JAしまね

島根おおち地区本部

JAしまね島根おおち地区本部
生活部 LPＧセンター
℡ 0855-95-0362

〇瑞穂事業所　0855―83―1134
〇石見事業所　0855―95―1224
〇川本事業所　0855―72―0330

　JAのガス事業で利用しているシステ
ムを県下統一システムに変更すること
となりました。このため、９月検針分
のガス代請求よりハガキ請求書の様式
が変わりますので ご了承くださいま
すようお願い致します。　

　JA島根おおち地区本部は組合員・利用者、役職員の安心安全確保を最優先とし、事業の継続
対応に努めるとともに、協同組合組織として不用意な感染拡大の防止に向け、人権に配慮した
対応と、行政庁の方針に従い行事を実施します。

コロナ禍における行事の実施について

本年度開催中止の行事
○組合員ゴルフコンペ　　　○寿ロード　　　○ふれあい水田交流会

◆規模縮小等コロナ禍を考慮し開催を予定している行事
　○年金グラウンドゴルフ大会
　　※�島根おおち地区本部全体での大会は中止します。（瑞穂・羽須美地域の９月開催予定の大会は

中止とします。その他の支店の開催は検討しています。）

　○芋掘り交流会
　　※保育園児との交流は実施しません。主催者で芋を掘り、サツマイモを各保育園に配布します。
　○農業祭等
　　※�社会情勢を考慮しながら実施を検討します。実施する場合でも国のガイドラインに留意した企

画を行います。

◆その他行事・会議等
　　ゆとり倶楽部、地区本部運営委員・総代・連絡委員合同会議については状況を鑑み、　
　開催の有無、延期を都度検討します。

相談会予定日 ８月 ９月 10月
Ａコープいわみ店前
（午前10時～午後３時迄） 12日（水） 14日（月）12日（月）

邑南ブロック瑞穂事業所
（午前10時～午後３時迄） 11日（火）15日（火）13日（火）

JA川本支店
（午前10時～午後３時迄） 21日（金） 11日（金） ９日（金）

21



島根おおち
地区本部

問い合わせ先 組合員課 ☎83-1802

女 性 部 が 行 く

邑
智
支
部
　
梅
の
収
穫

島
根
お
お
ち
女
性
部
支
援
活
動

島
根
お
お
ち
女
性

部
邑
智
支
部
で
は
毎

年
梅
干
し
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
真
夏
並
み
に

気
温
が
高
い
中
、
部

員
６
名
で
美
郷
町
地

頭
所
地
区
と
、
地
元

の
方
の
お
宅
を
訪
問

し
、
梅
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。「
今
年
の
梅
は
ス
モ
モ
の
よ

う
に
大
き
い
ね
」「
大
き
さ
も
量
も
充
分
に
あ
る
ね
」
と
、
た

い
へ
ん
暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
に
こ
や
か
に
話
を
し
な

が
ら
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
梅
は
、
枝
や
葉
っ
ぱ

を
き
れ
い
に
取
り
除
き
、
計
量
す
る
と
1
7
7
㎏
も
あ
り
、
今

年
は
大
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。
選
別
し
た
梅
は
加
工
場
に
持
ち

込
み
、
水
洗
い
し
、
塩
漬
け
に
し
ま
し
た
。
梅
雨
が
終
わ
る
ま

で
漬
け
込
ん
だ
後
、
７
月
に
は
土
用
干
し
を
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

22
6月

島
根
お
お
ち
女
性
部
で
は
７
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期
間
、
島
根
県
内

の
学
生
等
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
「
米
」
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
J
A
し
ま
ね
女
性
部
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
休
業
、
仕
送
り
が
途
絶
え
収
入
が
減
少
し
た
学
生

が
増
え
て
い
る
こ
と
と
、
親
の
収
入
減
少
や
学
校
の
休
校
等
に
よ
り
こ
ど
も

食
堂
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
協
議
し
、
始
ま
っ
た
活

動
で
す
。
島
根
お
お
ち
女
性
部
も
こ
の
支
援
活
動
に
取
り
組
も
う
と
各
支
部

に
協
力
を
呼
び
掛
け
、
僅
か
な
期
間
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
3
5
0

㎏
を
超
す
玄
米
が
集

ま
り
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
玄
米
は
J
A

ア
グ
リ
島
根
に
送
ら

れ
、
精
米
・
袋
詰
め

後
贈
呈
式
を
経
て
県

内
の
各
支
援
先
に
贈

呈
さ
れ
ま
す
。
こ
の

活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
様

の
お
気
持
ち
に
改
め

ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ご協力ありがとうございました
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「
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

実
施
　
瑞
穂
支
店

11
7月

ケ
イ
ト
ウ
栽
培
講
習
会

瑞
穂
支
部
　
料
理
教
室

「
ま
き
餅
作
り
」

島
根
お
お
ち
女
性
部
が

４
月
下
旬
に
一
粒
一
粒
丁

寧
に
蒔
い
た
ケ
イ
ト
ウ
も

各
地
で
順
調
に
生
育
し
、

背
丈
は
50
セ
ン
チ
ほ
ど
に

な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
30

日
と
７
月
１
日
の
２
日
間
、

管
内
５
カ
所
の
圃
場
に
て

「
収
穫
ま
で
の
管
理
」
に
つ

い
て
営
農
企
画
課
の
三
浦

職
員
よ
り
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
雨
の
降
る
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
、
梅
雨
時
期
の
管
理
の
仕
方
や
、
病
害
虫
対
策

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
７
月
に
は
「
出
荷

目
合
わ
せ
会
」
が
開
催
さ
れ
、お
盆
に
は
出
荷
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。

島
根
お
お
ち
女
性
部
瑞
穂
支
部
で
は
、
田
所
地
区

の
服
部
夏
美
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
７
名
の

部
員
で
ま
き
餅
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の
服
部

さ
ん
か
ら
、
コ
ク
の
あ
る
美
味
し
い
あ
ん
こ
の
作
り

方
や
、
餅
の
こ
ね
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

メ
モ
を
取
っ
た
り
質
問
を
し
た
り
と
、
熱
心
に
講
習

を
受
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
部
員
は
「
何
十
年
ぶ
り

の
ま
き
餅
作
り
だ
わ
～
」「
上
品
な
甘
さ
で
美
味
し
い

ね
」「
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」
な
ど
と
、
に
こ
や
か

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
穂
支
店
で

は
、
女
性
部
の

皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
支
店
の
前

に
あ
る
花
壇
と

プ
ラ
ン
タ
ー
に

季
節
の
色
と
り

ど
り
の
花
を
植

え
ま
し
た
。
当

日
は
、
梅
雨
に

な
っ
て
一
気
に

伸
び
た
雑
草
を

取
り
除
く
作
業

か
ら
始
め
、
枯

れ
た
木
の
切
り

株
を
抜
こ
う
と

悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
と
…
。
A
T
M
利
用
者
の
方
が

わ
ざ
わ
ざ
軽
ト
ラ
を
取
り
に
帰
っ
て
く
だ
さ
り
、
車

で
引
っ
張
っ
て
抜
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
陰
で

花
壇
が
広
く
な
り
、
沢
山
の
花
を
植
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
心
が
温
ま
る
出
来
事
に
、
参
加
者
全
員

に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
職
員
は
「
組

合
員
や
利
用
者
の
方
々
が
心
温
ま
る
よ
う
な
お
も
て

な
し
を
し
た
い
」
と
、
思
い
を
再
確
認
で
き
た
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

30
6月

1
7月

~

7
7月
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●❶●❸
●❷●❹

バブルの金利は過去のハナシ!!
低金利時代のお金の増やし方って!?

満
期
に
な
っ
た
定
期

積
金
の
解
約
に
き
ま

し
た
。

い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
積
立

を
継
続
し
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
で
し
た
ら
、

『
資
産
運
用
』
を

始
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？

適
切
な
方
法
で
運

用
す
れ
ば
リ
ス
ク

を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
。

Ｊ
Ａ
に
は
専
門
の
職
員

が
い
ま
す
の
で
、
一
度

詳
し
い
お
話
を
聞
い
て

み
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

資
産
運
用
？　
話
は

聞
く
け
ど
よ
く
わ
か

ら
な
い
し
、
な
ん
だ

か
怖
そ
う
だ
な
あ
。

そ
う
だ
ね
。
こ
ん
な
ご

時
世
だ
し
、
一
度
く
ら

い
は
聞
い
て
み
よ
う
か

な
。
話
を
聞
く
の
は
タ

ダ
だ
し
ね
笑

Ｊ
Ａ
に
お
客
様
が
ご
来
店
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
話
だ
け
で
も

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
！

昔は金利が高かったセミ！
でも今は金利が低いセミ……
時代に合ったお金の増やし方を選ぶ事が大切セミね！
この木の近くのJAで詳しく教えてくれるそうだから
金利が気になる人は、ぜひ行ってみるといいセミ!!

【お問い合わせ先】島根おおち統括支店
　　　　　　　 　 0855-83-1803
もしくはお近くのJA各支店へ･･･

継
続
ね
え
。
昔
み
た

い
に
金
利
が
高
け
れ

ば
い
い
け
ど
、
い
ま

は
金
利
が
つ
か
な
い

か
ら
な
あ
…
…

☆JA窓口☆

☆JA窓口☆ ☆JA窓口☆

★JAの近くの木★

昔
は
利
息
が
ツ
ク
ツ
ク
リ
ー
シ
‼

　
今
は
利
息
が
ツ
カ
ナ
イ
リ
ー
シ
‼
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９月の行事予定
9月２日水 年金相談会 16：00～20：00

場所：桜江支店
9月16日水 ゆとり倶楽部 9：30～11：30

場所：地区本部
内容：ポーセラーツ教室

9月26日土 年金相談会 9：00～12：00
場所：石見支店

9月９日水 年金相談会 15：00～19：00
場所：瑞穂支店

事例１、Ａ子さん67歳、現在在職中、給料（ボーナス含）月25万円、年金月額５万円の場合

事例２、Ｂ夫さん67歳、現在在職中、給料（ボーナス含）月40万円、年金月額８万円の場合

～在職老齢年金ってどんな
　　年金なんでしょー !! 第２弾～
　働きながら受給する老齢厚生年金を在職老齢年金といいます。
在職老齢年金って、給料（ボーナス含）と年金で調整がかかるんです。
　60歳以上64歳以下と65歳以上で調整額が違います。年金相談会でもよくある
質問です。
　今月は、６月号の続きで65歳以上の在職老齢年金について、事例を交えて学習してみましょう!!

※ご注意!!
・給料（ボーナス含）＝総報酬月額相当額の事です。
・�70歳以上で在職の方は、保険料を納めることはありませんが、

在職老齢年金47万円の調整はかかります。
・年金月額は、老齢厚生年金＋基金の事です。
・老齢基礎年金は調整の対象外です。（全額支給となります。）

８月・9月年金相談会
大 和 支 店 �8月23日（日）
� 10：00～15：00
　ローン相談会同時開催
� 9：00～12：00

桜 江 支 店 �9月2日（水）
� 16：00～20：00

瑞 穂 支 店 �9月9日（水）
� 15：00～19：00

石 見 支 店 �9月26日（土）
� 9：00～12：00

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね 島根おおち 統括支店 金融課  TEL.83-1803

17日（木）・18日（金）・19日（土）９月の外勤日

毎月どこかの支店で年金
相談会を開催しておりま
す。詳しい事は年金相談
会または金融窓口にてお
問合せください。

事例１、Ａ子さんは47万円以内ですので、調整かかりません。
事例２、Ｂ夫さんの場合、

48万円－47万円＝１万円（オーバー分）
１万円×1/2＝5,000円（年金８万の内5,000円が停止となります。）
よって、Ｂ夫さんの年金額は月75,000円となります。

65歳以上の方

・合計額が47万円以内の場合、給料と調整なしで年金が受給できる。
・合計額が47万円以上の場合、年金の方で調整されます。
　47万円超えた金額の1/2が年金停止となります。

合計47万年金月額 ※基金も含む給料（ボーナス含） ＝＋

48万円年金月額８万円給料（ボーナス含）40万円 ＝＋
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